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　本校は、校訓として「敬愛、叡知、進取」を掲げ、「力
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」の学校標語のもとに研鑽を積むことにより、
自己実現を図り、社会の変化に主体的に対応しつつ、その発展に寄与できる心豊かな人間を育成することを教育目標
としています。
　そこで、知的探究心と高い学習意欲をもち、自己の進路志望実現のために粘り強く努力を続けるとともに、郷土へ
の誇りや愛着をもち、他者と協働しながら、社会の発展に関わる姿勢があり、何事にも主体的に取り組み、新たなこ
とに挑戦する強い意思をもつ生徒を求めています。

一 般 選 抜

次のすべての要件を満たす生徒の入学を求めています。
１ 　本校で学ぼうとする動機が明確であり、本校の学習内容に適応できる学力と高い学習意欲を有する
生徒。
２ 　基本的生活習慣を身につけているとともに、積極的に他者とのコミュニケーションを図る意欲が認
められる生徒。
３　自己の将来を主体的に切り拓き、進路目標達成に向けて努力を継続できる生徒。

特色化選抜
上記の要件に加え、次の要件を満たす生徒の入学を求めています。
１ 　特別活動や部活動等において顕著な活動歴等があり、入学後も継続してやり遂げる強い意志が認め
られる生徒。
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選抜方法【選抜順序　≲①一般選抜　②特色化選抜≳】 面接及びその他の選抜資料等
一般選抜（募集人員の90％） １　面接

　⑴　面接方法
　　　個人面接
　⑵　面接委員の構成
　　　１組２名
　⑶　面接所要時間
　　　１人３分程度
　⑷　面接内容
　　ア　志望の動機と理由
　　イ　高校生活への抱負
　　ウ　将来歩んでいきたい道
　　エ　中学校における活動状況
　　オ　その他
　⑸　評価の観点
　　ア　応答内容
　　イ　意欲
　　ウ 　服装・容儀・態度・言葉遣

い　等

　学力検査の得点の合計（500点満点）及び調査書の評定の総計（135点満点）
の順位をそれぞれ高い者から順位を定め、この順位をもとに下記のように３
つの群に分け、Ⅰ群、Ⅱ群、Ⅲ群の順序で選抜を行う。
　選抜にあたっては、調査書の評定の総計以外の内容や面接（点数化せず）
の選抜資料を、求める生徒像に照らして総合的に判断し選抜する。
・Ⅰ群…学力検査と調査書がともに一般選抜人員の100%以内にあるもの。
・Ⅱ群… 学力検査または調査書のいずれかが一般選抜人員の100%以内にある

もの。
・Ⅲ群…学力検査と調査書がともに一般選抜人員の100%以内にないもの。

特色化選抜（募集人員の10％）

１　各選抜資料の配点（合計845点）
　⑴　学力検査の得点の合計  650点
　　　国語・数学・英語の得点を各1.5倍とする傾斜配点を行う。
　⑵　調査書  195点
　　ア　教科の評定  135点
　　イ　特別活動　　　　　　　最大　20点
　　　　（ 生徒会活動等：生徒会長、委員会委員長、学級会長等）
　　ウ　部活動等　　　　　　　最大　40点
　　　　（ 県大会・東北大会・全国大会への出場及び入賞歴、部長等）
　⑶　面接　Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。
２ 　上記１を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像
に照らして総合的に判断し選抜する。
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選　抜　方　法 面接及びその他の選抜資料等
１　各選抜資料の配点（合計295点）　
　⑴　学力検査　  100点
　⑵　調査書　　  195点
　　ア　教科の評定　　　  135点
　　イ　特別活動　  最大　20点
　　　　（生徒会活動等：生徒会長、委員会委員長、学級会長等）
　　ウ　部活動等　  最大　40点
　　　　（県大会・東北大会・全国大会への出場及び入賞歴、部長等）
　⑶　面接　Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する。
２ 　上記１を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像
に照らして総合的に判断し選抜する。

１　面接
　⑴　面接方法
　　　個人面接
　⑵　面接委員の構成
　　　１組２名　
　⑶　面接所要時間
　　　１人６分程度
　⑷　面接内容
　　　入学者選抜と同じ
　⑸　評価の観点
　　　入学者選抜と同じ
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